
�今なぜ教育普及活動か

近年，博物館の活動及び学芸員の活動そのものに対す

る考え方が，変わってきつつあるのではなかろうか．従

来，博物館においては，学芸員の業務は資料に関する調

査研究（収集・整理・保管を含む）がメインであって，

館の運営や広報企画，そしてそれらの総体としての利用

者増等に関してはそれほど関わりを持たず，それら業務

は主として館長・副館長等の管理職や庶務部門の受け持

ちであるというのが一般的な考え方であった．

しかしながら，ここ１０年ほどの間に設立された大型の

県立クラスの博物館に特に顕著に見られることであるが，

大部分の館で教育普及担当の課（係）を設置して学芸系

職員を置き，調査研究業務を受け持つ学芸課とは別立て

の組織編成となっている．教育普及専門の学芸員系職員

を設置し，（彼らが）博物館の学芸活動に関する広報や

各種事業等を担当することにより，教育普及活動を一層

効果的かつ組織的に実施する体制が整えられた．別の側

面から見れば，近年の情報化・高齢化・生涯学習の進展・

余暇の増大等によって，入館者，地域住民，はては納税

者といった外部の利用者から博物館に対する期待や要望

がこれまで以上に高まり，博物館にとっては自ら外部に

向かって自己主張をしなければならない時代を迎えるこ

とになった．学芸員にとっては，研究のみしていればよ

いという時代から，外部の意見や要望を意識して仕事を

進めなければならない時代になった．

愛媛県総合科学博物館では，開館以来様々な博物館事

業を実施し，教育普及事業を主体とした博物館運営を行

ってきた．当館では，教育普及担当の部署として，学芸

課とは別の振興課に企画普及係を設置し，講座や講演会

といった学芸部門の事業の実施主体となっている．ここ

では，当館でこれまで行ってきた教育普及活動を取り上

げ，その現状と今後の方向性について考える．

�総合科学博物館の教育普及活動

当博物館では，表１の通り，開館以来多種多様な教育

普及活動を展開しており，色々な事業を実施することに

より，入館者増・リピーター増・館の知名度アップ・地

域社会への貢献等，様々なプラス効果を挙げてきた．実

際に各種事業を行うにあたっては，下記の基本的考え方

をもって実施している．
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１ 学芸活動の成果の還元

学芸課の学芸員の資料調査等によって挙げた学術成果

を，各種事業を通じて外部（入館者・地域住民・納税者）

に還元し，博物館の調査研究活動に対する理解を深めて

もらう．一般には，博物館講座（自然観察会や科学工作

教室等）を開催して，学芸員が持つ専門知識や技術を，

受講者に分かりやすく解説したり，或いは企画展・特別

展を開催して学術成果を分かりやすく展示したりして，

研究の成果を外部に情報発信することが，代表的な還元

例である．

２ 集客事業の一環として実施

様々な事業を行うことによって，博物館の来館者やリ

ピーターを増やし，館の知名度を上げるという，館の広

報と集客の役割を教育普及活動がになう．具体的には，

講演会や映画会の開催，企画展を含む各種事業の開催，

そして催し物に付随する広報誌紙の発刊等が，集客事業

の一環としての教育普及活動にあたる．

３ 博物館を軸とした新しい価値観・評価基準の創出

従来の学校教育の枠とは別の，学年，年齢，性別等に

とらわれないクラブ的機能を持った組織として，博物館

を位置付ける．クラブ的機能とは，たとえば天文とか昆

虫，化石，科学工作といった特定の分野に興味や能力が

ある「同好の士」が博物館に参集し，それぞれの能力に

応じて楽しみながらその分野を極めることができる場と

して，博物館が機能することである．地域住民を横断的

につなぐ「自然科学クラブ」として博物館が機能し，特

に青少年の科学する心を育てるための受け皿として博物

館が位置付けられるよう，教育普及事業を基盤にした博

物館活動を展開する．

現在のところ，友の会で天文好きが集まった「天文ク

ラブ」の活動がこうしたクラブ的価値観の創出に近い役

割を果たしており，適宜，こうしたクラブの活動を活発

にしていく予定である．

平成６年１１月に開館して以来，当館では様々な教育普

及活動を行ってきて，多くの来館者を集めた．表１の各

事業項目毎に年度別の事業参加者数と，総入館者に対す

る事業入館者割合を表２にまとめた．平成９年度では，

館の総入館者の約２７％が事業に参加し，年々参加率が高

くなっている．ただ，参加率の高さはあくまでも相対的

なもので，総入館者数が低下しているために起こってい

る．

業 務 名 主 な 業 務 内 容 備 考

�
博物館講座の開催 ・年間の講座計画の策定

・講座の広報
・講座の管理運営

６６講座／年
ポスター・チラシ・リーフ
受講手続き・講座運営等

�
学術講演会の実施 ・講師の選定

・講演会の広報（受講者募集）
・講演会の開催

年３回（夏・秋・春）
ポスター・各種チラシ
会場設営・行事運営等


 印刷物の刊行 ・たより，年報，図録，各種広報資料等 編集・発送等

�
映画会の開催 ・年間上映計画，購入及び借入れ手続き

・映画会の広報
・映画会の実施

年１２回（第２土曜日）
手製ポスター・チラシ
集客，上映

� 企画展の管理運営 ・企画展の企画及び広報
・企画展の運営

ポスター・チラシ他，広報活動
展示監視員・関連イベント等

� 特別展の実施 ・特別展の実施運営 「欧米の科学博物館」，「宇宙開発
の過去・現在・未来」実施

� 展示案内に関すること ・展示案内員の管理
・ 〃 研修

� 学校との連携業務 ・学校団体の受付管理
・学習ノートの発刊

来館予約の受付，調整，データ化
小中学校用

�
友の会運営 ・会の広報

・会員管理
・年間行事の計画と実施

会員募集，会報作成など
文書発送，会員証作成など
２９講座／年（天体観望会他）

� 各種事業の実施 ・共催事業の実施
・館主催事業の実施

日本科学振興財団等との共催ロボ
ット相撲，おもしろ講座等

! 講師派遣 ・各種講座，教室の講師に学芸員を派遣 ＰＴＡ，自治体行事等

" 他の博物館との連携 ・博物館団体との交流
・他館資料の収集整理

日博協，全科協，全科携等

# 教育実習の受入れ ・実習生の受入れ
・カリキュラムの作成

教育実習の窓口

$ 予算業務 ・学芸課，企画普及係担当事業の予算

愛媛県総合科学博物館における教育普及活動について

表１ 総合科学博物館における教育普及活動等 （平成９年度）
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�教育普及活動の具体例

これまで述べたとおり，当館においては様々な事業を

展開し，館の広報や集客に貢献してきた．ただ，教育普

及活動の実施の方法や考え方については，博物館毎にそ

れぞれ特色があると思われるので，当館における教育普

及活動の例を以下に紹介する．なお，当博物館において

は，振興課企画普及係（学芸員３・事務職１・臨時職員

１・展示案内員１５）が教育普及活動を担当している．

１ 博物館講座の実施

当館では，６種類の博物館講座（自然科学教室・自然

観察会・天体観測会・科学工作教育・科学実験教室・産

業講座）を年間６６講座開催している．講座の講師は，博

物館の学芸員が担当する場合と，外部の専門家に依頼す

る場合があるが，今後，学芸員の調査研究の成果が挙が

るにつれて，自前講師を増やしていくことも考えなけれ

ばならない．なお，講座を実施するにあたっては，下記

の方針や内容で事業を進めている．

（１）講座の基本方針

＊学校で教えていないプログラム

例えば，電子工作や，野外観察，天体観測，標本作り

等，学校で体験できない（できなかった）講座内容を組

んでいる．学校の教育内容と重ならないことで，学校で

習っていないことを学ぶという，講座参加の目的と意義

を明確化し，また，そのことが知的好奇心や興味を刺激

するので，より一層効果を高めることができる．

６年度＊ ７年度 ８年度 ９年度＊＊

博物館講座 ８０１ １，７７２ １，７００ １，５２４
講演会・シンポジウム ３００ １，０３２ １，１８０ ８００
映画会 １，８０６ ４，８４０ ３，０２０ ２，２２０
企画展 － ３５，０３６ ５１，２１５ ３５，１６７
特別展 － ４０，９２３ － １２，２４７
友の会行事 － ２８６ ４１６ ４５５
各種事業 － １１，７３１ １，６８３ ８２０

小計（ａ） ２，９０７ ６０，５８４ ５９，２１４ ５３，２３３
総入館者数（ｂ） １７０，７２７ ３５９，９１５ ２５７，３４１ ２０１，０２４

ａ／ｂ １．７％ １６．８％ ２３．０％ ２６．５％

岩 田 憲 二

表２ 教育普及活動受講者と入館者

＊＊（参考）平成６年１１月１１日～平成７年３月３１日
＊＊ 平成９年４月１日～平成１０年２月２８日

写真２ 自然科学教室「海藻の標本を作ってみよう」（Ｈ９年６月２２日）

写真３ 自然観察会「小川の生きもの」（Ｈ９年８月２２日）

写真４ 科学実験教室「お湯で融ける金属の実験」（Ｈ９年１１月２日）
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＊参加体験型講座

教室内で講義を聴くだけの受け身の講座でなく，工

作・実験・観察等といった受講者が自ら身体や五感を使

った．いわば参加体験型の講座を実施する．

＊子どもの長所を伸ばす

「ほめる・叱らない・点数を付けない」といった点に

配慮して講座を運営し，子どもの長所を伸ばす工夫をす

る．

（２）受講者の募集および広報

受講者の募集は，広報用のチラシの配付を中心に行っ

ている．特に小中学校へのチラシの配付は大きな広報効

果がある．学校へのチラシ配付については，下記の通り，

市町村教育委員会経由で配付している．目下のところ，

教委経由でのチラシ配付が最も効率的である．講座の受

講生募集の印刷物としては，チラシ以外にポスター・リ

ーフレットも配布しており，表３のとおり配っている．

＊チラシ配布ルート

博物館→市町村教育委員会（学校教育課）→小中学校

→生徒（１枚／１人）．東予地方（愛媛県東部）と松山

周辺地域のみこの配付方法．県内他地域の小中学校には，

学校ごとに配付した．なお，受講応募者が定員の半分に

も満たない時は，その講座の過去の受講者宛てにダイレ

クトメールを出して追加募集をする事もあり，大変有効

な募集手段となっている．この様に，当館においては印

刷物の配布・郵送が受講者募集の原動力となっている．

（３）講座の管理運営

講座の年間の応募者は２，０００人を超えるので，受講者

の登録・受講通知・名簿作成など受講者のデータ管理は

全てパソコンで行っている．受講申込は往復はがきで受

け付け，受講者の個人データベースを作成している．前

述の追加募集の際のＤＭ郵送など，迅速な対応が可能で

ある．実際の講座の運営は，企画普及係（１名）＋学芸

課学芸員（２名）が担当し，これに外部講師が加わる．

表４ 講座応募者データ

・平成９年度講座受講者（Ｈ１０．１．９現在）

（４）受講者データ

表４は，平成７年度と９年度の講座応募者のデータで

ある．いずれも，地元の新居浜市からの応募者が最も多

く，次いで西条市という順番は変わらない．やはり，地

理的条件や交通の便から，地元の両市からの応募者が多

いことがわかる．一方，松山市・今治市という県内の大

都市からは，やや距離が離れていることもあって７年度

の応募者は２％前後と少なかったが，９年度はいずれも

倍増以上の伸びを示した．これは，小中学生へのチラシ

の直接配付（前記１枚／人）を，８年度途中から両市に

も始めたからである．

表５は，科学工作教室・科学実験教室（共に小４～中

学生対象）の受講者のアンケート調査の結果である．両

方の教室共，受講者の大部分は小学生で，中学生の受講

は極めて少い．講座に対する評価としては，全般的に肯

定的な意見が過半数を占める．

ポスター リーフレット チラシ
年１回（４月） 年１回（４月） 年４回（４・７・１０・１２月）
学校，図書館，博物館等 学校，友の会，館内配布等 学校，友の会，館内配布等
５，０００部 １０，０００部 各回９０，０００部

住 所 件 数 ％
新 居 浜 市 ９３５ ４６．３
西 条 市 ２８５ １４．１
今 治 市 １７２ ８．５
周 桑 郡 １５９ ７．９
宇 摩 郡 １０７ ５．３
伊予三島市 ８１ ４．０
松 山 市 ７２ ３．６
川 之 江 市 ５９ ２．９
越 智 郡 ５７ ２．８
東 予 市 ３４ １．７
そ の 他 ５８ ２．９
合 計 ２，０１９ １００．０

住 所 件 数 ％
新 居 浜 市 １，３５９ ５９．４
西 条 市 ２６６ １１．６
伊予三島市 １０４ ４．５
周 桑 郡 ９５ ４．１
宇 摩 郡 ９３ ４．１
川 之 江 市 ９２ ４．１
東 予 市 ７７ ３．４
今 治 市 ４８ ２．１
松 山 市 ３４ １．５
越 智 郡 ２８ １．２
そ の 他 ９３ ４．０
合 計 ２，２８９ １００．０

愛媛県総合科学博物館における教育普及活動について

・平成７年度講座応募者

表３ 講座の募集広報
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２ 学術講演会の開催（シンポジウム・科学講演会含む）

当館では，地域住民に最先端の学術情報を提供し，科

学に対する関心を深めてもらうために，県外から講師を

招いて学術講演会を開催している．この学術講演会には，

年３回開催している通常の講演会の他に，科学実験を交

えた科学講演会（おもしろ科学講座），シンポジウムの

際の基調講演も含めている．講演会の講師は，原則とし

て県外在住者で，各専門分野の第一人者を選定している

（表６）．

表６ これまでの学術講演会等の講師

◎年３回の学術講演会

年３回の学術講演会は，原則として夏・秋・春に開催

しており，夏はその年の企画展のテーマにあった講師を

選んでいる．平成８・９年度２年続けて開催した「おも

しろ科学講座」は，当館の有馬明人館長を講師に，科学

技術研究科学芸員（４名）をアシスタントに，物理の諸

現象を実験を交えて分りやすく解説する科学講演会で，

小中学生から大人まで大変好評を博している．

学術講演会はいずれも，３００名収容の当館多目的ホー

ルで開催しているが，実際のところ講演会参加者を定員

どおり集めるには，外部に対する多大な広報が必要であ

る．広報の手段は，講座の受講者募集の場合と同じくチ

ラシ・ポスターの配付が中心である．ポスターの配付先

は，学校・社会教育施設・県関係機関が主であるが，チ

ラシの場合はそれらに加えて，講師の専門分野ごとに的

を絞ったＤＭを発送している．例えば，講師が物理学の

専門家なら，大学等の物理系教員や他の理系教員，小中

高の理科教員，物理学会会員，関係研究機関といった様

に，博物館まで足を運んで講演会を聴いて貰える確率の

学年 受講者数
小４ ５１
５ ５７
６ ４４

中学生 ２０
その他 ８
計 １８０

易しい 普通 難しい
工作の内容 ５２ ９４ ３３
説明の仕方 １２７ ４７ ５
テキストの内容 １１１ ５７ １２
合 計 ２９０ １９８ ５０

学年 受講者数
小４ １０６
５ ４２
６ ４１

中学生 ３
その他 １０
計 ２０６

易しい・判り易い 普通 難しい
実験の内容 ６４ １１６ ２８
説明の仕方 １７５ ４６ ４
テキストの内容 １２５ ７０ １２
合 計 ３６４ ２３２ ４４

講師名 演 題（開催日） 分 野

有馬朗人
（当館館長）

科学の楽しさ
（Ｈ７．２．１１／開館記念シンポジウム基調講演）

物理学

◎荒巻重雄
（東京大学名誉教授）

火山噴火のメカニズム
（Ｈ７．８．１９）

地球
科学

◎菊池 健
（元高エネ物理研副所長）

物質と宇宙
（Ｈ７．１１．１１）

物理学

小尾信彌
（放送大学学長）

ビックバン宇宙と私たち
（Ｈ７．１２．１７／プラネタリウム記念シンポ基調講演）

天文学

◎中村桂子
（生命誌研究副館長）

生命誌の扉をひらく
（Ｈ８．３．１０）

生命
科学

◎小畠郁生
（元国立科博研究部長）

恐竜の謎にせまる
（Ｈ８．８．４）

古生
物学

有馬朗人
（当館館長）

科学の楽しさ大切さ～熱とエネルギー～
（Ｈ８．８．８／おもしろ科学講座）

物理学

◎有馬朗人
（当館館長）

日本人と独創性
（Ｈ８．１１．９）

物理学

◎黒田玲子
（東京大学教授）

右の世界左の世界～分子レベルの対
称性の不思議～（Ｈ９．３．９）

生命
科学

◎種村直樹
（レイルウェイライター）

日本の鉄道ぶらり乗り歩き
（Ｈ９．７．２６）

鉄道

◎西澤潤一
（前東北大学総長）

日本の科学技術と未来
（Ｈ９．１１．３）

電子
工学

有馬朗人
（当館館長）

科学の不思議さおもしろさ～電気・磁気・
電波～（Ｈ１０．１．２５／おもしろ科学講座）

物理学

◎伊沢紘生
（宮城教育大学教授）

サル社会の論理と人間社会の論理
（Ｈ１０．３．１４）

動物学

岩 田 憲 二

表５ 工作教室・実験教室受講者アンケート

＊科学工作教室（Ｈ８年度／１２回）

＊科学実験教室（Ｈ８年度／１２回）

（科学技術研究科資料による）

写真５ おもしろ科学講座「科学の不思議さおもしろさ
～電気・磁気・電波～」（Ｈ１０．１月２５日）
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高い職業・集団にチラシを送る．講演会の広報の範囲は，

県内はもとより四国（特に高速道路で直接結ばれている

香川・高知両県），そして岡山・広島の山陽側にも配付

している．

講演会の受講者のデータを，平成９年秋に開催した西

澤潤一氏の学術講演会を例に紹介する．受講者は，講座

の場合と同じく地元の新居浜市，次いで西条市が多いが，

香川県からの受講者もいる（表７）．学術講演会の場合

は，高校・一般を対象としているので，受講者のほとん

どが高校以上である（表８）．

３ 友の会の運営

当館では，博物館と外部（地域住民等）を繋ぎ，地域

と密着した博物館活動を行い，かつ，館でカバーできな

い事業を実施するために友の会を設置している．平成７

年１０月に設立以来，延べ人数にして毎年約１，５００人の会

員を集め（表９・１０），多くの事業を実施してきた．

現在，友の会では年間２９講座実施しているが，原則と

して博物館講座などの館の事業内容と重ならない様工夫

したり，博物館ではできにくい事業も実施したりしてい

る．例えば，友の会の天体観望会では，ヘールボップ彗

星観望会（Ｈ９．４．１２）や部分日食観察会（Ｈ９．３．９）

を臨時に開催したり，研修旅行を催したりしている

（表１１）．

住所 件 数 ％
新居浜市 １７１ ５６．６
西 条 市 ５０ １６．６
松 山 市 ２５ ８．３
宇 摩 郡 １１ ３．６
今 治 市 １０ ３．３
東 予 市 １０ ３．３
香 川 県 ８ ２．７
越 智 郡 ５ １．６
そ の 他 １２ ４．０
合 計 ３０２ １００．０

年齢 受講者数 ％
～１５ １ ０．５

１５～２５ １５ ７．７
２５～３５ ３５ １７．９
３５～４５ ３１ １５．９
４５～５５ ５１ ２６．２
５５～６５ ４１ ２１．０
６５～ ２１ １０．８

計 １９５ １００．０

設立時
（Ｈ７．１０．１）

７年度末
（Ｈ８．３．３１）

８年度末
（Ｈ９．３．３１）

９年末
（Ｈ９．１２．２８）

小中学生会員 ９ １１ １０ ５
大人会員 ３６ ５７ ５１ ４７
家族会員 １３９ ２６９ ３１４ ３４１
（延べ人数） （６３３人）（１，２３５人）（１，４５６人）（１，５３７人）
賛助会員 １７ ４４ ４５ ４３
（口数） （２０口） （５２口） （５０口） （４７口）
計 ２０１件 ３８１件 ４２０件 ４３６件

住所 件 数 ％
新居浜市 ２２３ ５１．１
西 条 市 ６９ １５．８
松 山 市 ２８ ６．４
今 治 市 ２０ ４．６
周 桑 郡 １４ ３．２
宇 摩 郡 １３ ３．０
東 予 市 １０ ２．３
香 川 県 １０ ２．３
そ の 他 ４９ １１．３
合 計 ４３６ １００．０

愛媛県総合科学博物館における教育普及活動について

表１０ 地域別会員数（Ｈ９．１２．２８）

表７ 講演会受講者
（平成９年１１月３日／講師：西澤潤一東北大学前総長）

表８ 講演会受講者年齢階層

（年齢未記入者１１５名除外） ＜年齢≦

写真６ 友の会天体観望会「部分日食を見よう」（Ｈ９年３月９日）

表９ 友の会会員数の変遷

写真７ 友の会工作教室「電子ピカピカホタルを作ろう」
（Ｈ９年７月２１日）
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日 程 講 座 名 （内 容） 講 師 時 間 参加人数
４／１２（土） 天体観望会「ヘール・ボップ彗星観望会」 天文クラブ １９：００～２０：３０ ２７名
７／１２（月） 工作教室「電子ピカピカホタルをつくろう」 田中会員 １３：００～１６：００ １９名
７／３０（水） 企画展見学会「出発進行！愛媛の鉄道」 橋本学芸員 １１：００～１１：３０ １４名

例会「化石のお話」
「魚のお話」

植田会員
大西学芸員

１３：００～１４：００ １３名

企画展見学会「出発進行！愛媛の鉄道」 橋本学芸員 １４：３０～１５：００ １７名
８／２（土） 自然教室「夜の昆虫採集」 自然研究科 １９：００～２１：００ ３０名
８／１４（木） 企画展見学会「出発進行！愛媛の鉄道」 藤本（雅）学芸員 １１：００～１１：３０ ２２名

例会「赤石山系の岩石」 富吉学芸員 １３：００～１４：００ １６名
企画展見学会「出発進行！愛媛の鉄道」 藤本雅学芸員 １４：３０～１５：００ １３名

８／１９（火） 科学教室「さまざまな観察会～草木で紙をつくろう～」 田島学芸員 １０：３０～１２：００
１３：３０～１５：００

１６名
８名

９／２７（土） 天体観望会「木星の観望」 天文クラブ １９：００～２０：３０ ９名
１０／２５（土） 天体観望会「木星・土星の観望」 天文クラブ １９：００～２０：３０ ２７名
１０／２６（日） 巡回展見学会「宇宙開発の過去・現在・未来」 － １１：００～１１：３０ ９名

例会「愛媛の蝶」
「たのしい算数パズル・ゼミナール」

三谷監事
進学芸員

１３：００～１４：００ ３１名

巡回展見学会「宇宙開発の過去・現在・未来」 － １４：３０～１５：００ ３３名
１１／１６（日） 遠足「八堂山ハイキング」 － １１：００～１４：００ １１名
１１／２４（月） 巡回展見学会「宇宙開発の過去・現在・未来」 － １１：００～１１：３０ １９名

例会「流れ星のお話（仮）」
「木のかたちのお話」

古川会員
小見山学芸員

１３：００～１４：００ ２０名

巡回展見学会「宇宙開発の過去・現在・未来」 － １４：３０～１５：００ ２４名
１２／６（土） 天体観望会「月と木星・土星」 天文クラブ １８：３０～２０：００ １８名
１２／１３（土） 研修旅行「砥部動物園見学」 － ９：００～１６：００ ３７名
１２／２３（火） 例会「水のお話（仮）」

「冬芽のお話」
真鍋会員
川又学芸員

１３：００～１４：００ １３名

科学教室「電池の実験」 藤本（光）学芸員 １４：３０～１６：００ ９名
１／２５（日） 天体観望会「冬の星座と星雲・星団」 天文クラブ １８：３０～２０：００ ７名
２／８（日） 天体観望会「天体望遠鏡の製作と日の観測」 天文クラブ １６：３０～１９：００ ３４名
３／１（日） 研修旅行「倉敷科学センター見学」 － ９：００～１６：００ ８２名
３／１５（日） 例会「楽しい化学実験の方法（仮）」

「別子銅山産業遺産」
高岡会員
橋本学芸員

１３：００～１４：００ １４名

自然教室「ＤＮＡ抽出」 山中会員 １４：３０～１６：００ １６名
３／２１（土） 工作教室「ロボットをつくろう」 田中会員 １３：００～１６：００ １２名

岩 田 憲 二

写真８ 友の会自然教室「夜の昆虫採集」（Ｈ９年８月２日）

表１１ 平成９年度友の会年間行事表
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友の会の事業については，会員なら年齢・性別・経験

にかかわらず誰でも参加でき，会員同士で楽しみながら

学べる「場」とすることを目的としている．第�章で述
べた通り，当館の教育普及活動は「クラブ」的性格を持

たせることを目的としており，特に友の会活動において，

クラブ的価値観の創出を目的としている．中でも，設立

して約１年を迎える「友の会天文クラブ」では，会員の中

の天文好きが集り，博物館友の会を軸に天文愛好家の輪

を広げていく核となっている．友の会では，今後天文クラ

ブに引き続いて科学関係のクラブの設立も考えている．

	今後の教育普及活動のあり方

これまで紹介した様に，当博物館では年間数多くの教

育普及活動を実施し，館からの情報発信や館の広報活動

としての役割を果たしている．また，クラブ的価値観の

創出の場として館の教育普及活動を位置付け，従来の学

校教育などの価値観・評価基準とは異なる尺度の導入・

実現を図っている．しかしながら，博物館が外部（地域

住民等）に開かれた存在であらんとする限り，情報発

信・広報活動・クラブ的価値観等の役割に加えて，時代

の流れに即応した教育普及活動が必要となってくる．具

体的には，情報化時代・生涯学習時代・学校週５日制へ

の対応である．

情報化時代への対応というのは，具体的には博物館資

料のデジタル情報化とそれに伴う外部への資料公開であ

る．大量の資料を瞬時に高速処理するというコンピュー

タの特性を生かした社会が既に到来しており，その時代

の波は博物館も避けることはできない．むしろ膨大な資

料をかかえる博物館こそ，コンピュータの特性を生かし

た情報発信が必要とされる．これは，入館者に対するパ

ソコン端末レベルでの資料や情報の提供だけでなく，例

えばインターネットを介して館外へリアルタイムに提供

することも必要となろう．

生涯学習時代，つまりあらゆる社会階層に様々な教育

の機会を提供する時代をむかえ，博物館も広く外部から

地域住民の参画を求めていかなければならない．博物館

においては，ボランティア制度の導入が，生涯学習時代

に最もふさわしい対応といえる．高齢化時代の進展や相

俟って，様々な経験の持ち主に，それまでの技術や知識

を博物館で活かしてもらい，自ら学習を深めつつ来館者

にその成果を提供する事が，今後望まれる．

学校５日制の導入はあと数年後には実現するが，博物

館がその受け皿として有効に機能するよう社会的要請が

一層高まると予想される．また，児童・生徒側からの教

育普及活動への参加希望も一層高まると予想される．当

館においては，講座や友の会など教育普及活動の充実と，

学校サイドとの連携強化が，今後益々必要となってくる．

愛媛県総合科学博物館における教育普及活動について
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